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   世界へのプレゼントになろう 

梅雨明けの予感  蜘手 康介 

高山西ロータリークラブ

＜会長の時間＞ 
先の日曜日、下呂市星雲会館で開催されました国際ロータリー

2630地区第30回飛騨地区インターアクトクラブ合同研修会に行っ

て来ました。 

現在、飛騨地区には3つのインターアクトクラブがあります。 

下呂RCスポンサー・・・・益田清風高校 

高山RCスポンサー・・・・斐太高校 

高山西RCスポンサー・・・飛騨高山高校 

合同研修会には益田清風高校にアメリカから交換学生として在

学中のエマ デボザートさんを含め3校から72名の生徒の参加で

した。研修会では「おおしまゆかこ」さんによる姿勢・呼吸・発声・

発音等、主にボイストレーニングのグループレッスンを受講しまし

た。 

研修会の最後に地区のインターアクト委員長で 上野RC の 榊

原氏の講評のなかでこんな話がありました。「ロータリークラブは

会員が職業奉仕以外にも、何か社会に対し奉仕活動を行う団体であ

る。その社会への奉仕活動とか、ボランティア活動を青少年（新世

代）まで広げたいとの思いから設立されたのがインターアクトクラ

ブです。」この様な意味合いの話だったと思います。 

ここでインターアクトクラブについておさらいをします。インタ

ーアクトは12歳から18歳までの青少年が集まって活動するクラブ

です。高等学校または地域社会を中心にクラブを結成します。会員

は仲間と楽しく活動しながら視野を広げ、行動力を身につけ、将来

のリーダーとなる為のスキルを学びます。 

インターアクトクラブはロータリークラブがスポンサーとなっ

て結成されますが、そのほとんどが経済的な支援を得ずに、自主的

に運営されます。西クラブが飛騨高山高校にクラブを設立した際も 

まず、地元にインターアクトクラブのニーズがあるかどうか調べ、 

次にクラブをつくる高校に協力が得られるか打診し、高校の賛同を

得てスポンサーとなってインターアクトクラブの結成となったと

思われます。また、顧問教師を決め、スポンサークラブの高山西

RC と学校側の連絡役を務めて頂く・・・この様な過程を経て今に

至っているとおもわれます。 

現在、顧問の荒川先生と我がクラブは大変良好な関係です。歴代

の会長・幹事、インターアクト委員長以外の会員も、深い繋がりが

出来ています。また、生徒さんも韓国派遣時激励金贈呈の際や年次

大会報告時例会に来て頂き報告会もあり、西クラブからの支援につ

いても理解頂いていると思います。 

今年度は校長先生が代わられ、ロータリーと両校のインターアク

トクラブとの関わりについてもより深く理解を頂きたく、高山RC・

高山西RC が合同で、研修会後に懇親会を開き意見交換や懇親を深

めさせて頂きました。参加頂きました顧問の先生、洲岬濃飛グルー

プガバナー補佐、両クラブの会長・幹事・正副のインターアクト委

員長さん、長い一日でしたが御苦労さまでした。 

また、インターアクト委員会は両クラブが共同で行う事業や 

申し送り事項も多く、副委員長さんは次年度委員長へ持ち上がる事

になっていますので、山下直哉さん、次年度も宜しくお願いします。 

 

＜幹事報告＞ 
◎リニア中央新幹線建設促進岐阜県期成生同盟会 会長より 

・平成27年度リニア中央新幹線建設促進岐阜県期成生同盟会 

 定期総会の開催について 

日時   8月25日(火) 講演10：00～ 総会11：00～  

     場 所  東美濃ふれあいセンター「歌舞伎ホール」    

＜受贈誌＞ 

可茂ＲＣ（会報、活動計画書）、米山記念奨学会(ハイライトよねやま184) 

 

 

＜出席報告＞ 

区分 出席 Make-Up 出席者数 会員数 出席率 

前々回 36名 2名 38名 45名 84.44% 

本日 36名 － 36名 45名 80.00％ 

 

 

＜本日のプログラム＞     ガバナー補佐訪問 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国際ロータリー第2630地区濃飛グループガバナー補佐  洲岬 孝雄 様 

はからずも､この度濃飛グループガバナー補佐という重責をにな

いました、高山クラブの洲岬孝雄と申します｡あまりに重責でござ

いますので､非才をもってそれに耐えられるや否や、はなはだ戸惑

っている次第でございますが､専心奮闘と申しますか、皆様方のお

力をいただきながら、又このロータリーの歴史にそむかぬよう努め

てまいりたいと存じますので何卒よろしくお願い申し上げます。私

の役目といたしましては､ＲＩ会長のテーマ､岡田ガバナーのスロ 
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ーガンを皆様にお伝えするとともに､地区に対する意見､ご要

望をお聞きし､地区とクラブのパイプ役として努めてまいりた

いと思います。 

 本年度ＲＩ会長は､コロンボの｢ラビ｣ラピンドランという方

で、その方の掲げられたテーマは｢世界へのプレゼントになろ

う｣でございます｡これを受けて岡田ガバナーはスローガンを

｢過去・現在・今、行動するロータリアン｣とされました。そし

て、それを具体化するために五つの活動方針を重点目標とされ

ました｡それは 一､会員増強と維持 一､財団寄付の推進 一､

人道的事業の参加と推進 一、青少年(新世代)への貢献 一､デ

ジタル化の推進とオンラインツールの利用 でございます｡さ

て､ＲＩ会長のテーマ｢世界へのプレゼントになろう｣でござい

ますが、中々わかりにくい、非常に難しいテーマであると思い

ますが､このテーマを皆様にわかりやすく､どう説明するか悩ん

でおりました所､丁度、月信の六月号に西クラブの地区広報部門

委員長、伊藤松寿さんがこれについて、わかりやすく説明して

おられました。それをそのまま引用させていただきまして、言

わば受売りでございますがＲＩのテーマについて説明させてい

ただきます｡一般的にひとはプレゼントする時､何をプレゼント

し、又、プレゼントされるのだろう。今回のＲＩのテーマは｢世

界のプレゼントになろう｣であって､決して｢世界ヘプレゼント

をしよう｣ではない｡では｢プレゼント｣ということについて考え

てみると､プレゼントの本質には｢モノ｣「コト｣｢ココロ｣がある｡

ロータリークラブやロータリアンにとって｢モノ｣とはポリオワ

クチンに代表されるものであり、｢コト｣とは奉仕活動そのもの

であり、「ココロ｣とは四つのテストの実践にほかならない｡従っ

て｢プレゼント｣になるものとは､ロータリークラブの存在とそ

の奉仕活動になると考えられます。各クラブで行われる地道な

奉仕活動の実践とＲＩへの様々な協力により、世界へ通じる道

が開かれるのである｡こう書いてございました｡将に、言い得て

妙でございます｡何でもいい､世界中にいいことをしよう｡まず

は日本国内でということでございます。 

 さて、ＲＩ会長、岡田ガバナー共々、最優先課題としており

ますのが、毎年言われ続けております会員増強の問題でござい

ます｡歴代のガバナーや各クラブの会長さん始め役員の皆様が

一生懸命､増強や退会防止のために､それぞれが努力され､工夫

や手当てを講じてこられましたが､会員減少に歯止めがかから

ず、それはクラブの存続、運営にかかわることでございますし、 

その危機的状況を打破するため、今一度増強の大切さ､必要性を

再認識しー層のご協力をお願いしなければならないのが現状で

ございます。国際的には､英国、日本、米国、カナダ､オースト

ラリアといった先進国が減少しております｡インドは十年前に

ガタガタになってしまいましたが、皆が色々工夫し魅力あるク

ラブとして必死に努力したお陰で増えたようでございます｡人

口が増えたのではないのです｡一人一人のロータリアンが会長

を中心に、必死に増やそうという気持ちになって増やしたので

す｡増強している国は､インド、台湾、韓国の東南アジアや発展

途上国です。時代の変化に負けず成長を続けており、経済危機 

の最も大変なイタリアでも会員が増えております。日本でも東

日本大震災の被災地の東北地方が厳しい環境の中でも増員して

おります｡会員の減少の要因は景気が悪いという経済社会の悪

化や深くロータリーを理解せずに、また理解させない｡とロータ

リー自体の変化に対しての対応、改善不足などを理由にしてし

まっていますが､そうではなくて、各クラブﾞは時代の変化に対

応すると共に､地域社会のニーズに応じたクラブのあり方を求

め､魅力あるクラブ活動､魅力ある例会にしていけば､退会防止

も会員増強も可能であると思っております｡そこで岡田ガバナ

ーは､各クラブ純増一名以上の純増を、会員五十名以上のクラブ

は二名の純増を達成してほしいと願っておられますので､貴ク

ラブの会員増強委員会を中心に、そのノルマを達成してほしい

と思っております。 

後､ロータリー封団のー人 150 ドル以上の寄付、また 1989 年

以来26年続いております地区ＩＡ韓国派遣をはじめとする高校

生の青少年交換を進めてほしい｡これはいずれも､ガバナーの重

点目標のひとつひとつでございます。又､地区委員会へ出向して

いないクラブがあるようで､できれば､各クラブから理事会の承

認を得て､一人ずつは出てほしいといのが､ガバナーの願いでご

ざいます｡以上がＲＩ､地区からの要望でございます， 

 さて､ロータリーの組織は､ＲＩを頂点とするトップダウンの

ように思われがちでありますが､そうではなく､あくまで各クラ

ブが基本であると思います｡各クラブには､それぞれ独特のカラ

ー、風があり、又､個々のクラブﾞは歴史と伝統を異にしており、

それぞれのクラブの自立性･独自性を十分尊重していきますの

で、敢えて細かいことを申し上げるつもりはありません｡唯､ひ

とつだけと言ってくだされば､それは品のいいクラブでいてほ

しいと思います,品格・品質・品性｡私は比較的若いうちにこの

クラブに入会させていただき､あらゆる先輩に育てていただき､

今日ある訳でございますが､この間例会時における､まさしくロ

ータリアンらしい大人の雰囲気、そのクラブ独特の言葉に言い

表せない空気といいますか、カラーを肌で感じ､それを今も忘れ

ないでおります｡私が自分なりに､この一年間のテーマを作ると

しましたら、それは｢原点に戻ろう｣でございます｡それぞれのク

ラブ｡以前のクラブの空気を少しでも取り戻せないかと願って

おります｡品のいいクラブ｡それを突き詰めて言えば､それは相

手を思う気持ち｡相手の気持ちになってモノを考える｡つまり思

いやり、それに尽きるのではないかと思います。それぞれのク

ラブの先輩が守り伝えてきたものは､きっと思いやりなのかも

しれません｡高山に育まれた美意識を示す一つの言葉に｢公道

（こうと)｣という言葉がございます。｢こうと｣とは一言で申し

上げれば｢謙虚｣ということでございます。言い換えれば｢控え

め｣ということでしょうか。又「こうと｣であるためには自分自 

身にゆとり、余裕がないといけないと思っております。そうい

った「こうと｣なる人生の手本になる会員が､各クラブには沢山

いらっしゃいます。そういう方々が例会を一緒に過ごすだけで

も､あらゆる面でプラスになると思います。 

 さて､本年度２６３０地区岡田ガバナー｡昨年十二月鈴鹿での

最初の研修会に参加させていただいて以来､ガバナーの思いを

色々聞かせていただきました｡ここだけの話ですが､最初お会い

した頃は､あらゆる会合の会費の半分を寄付しなさいとか､会合

での物言いが強くて､戸惑っておりましたが､何回か研修会に出 

席をさせていただくうちに、非常に物腰、言動が柔らかくなっ 

てきまして、ガバナーがおっしゃるには､我々ＡＧは､最初と最

後の訪問をしっかりやればいいんで､決められた年四回訪問す

る必要はないんで､ＡＧ訪問より各クラブの例会が一番大事だ

とおっしゃっております｡各クラブの会長が中心となり､クラブ

を楽しく立派に運営すること｡それが強いて言えば、ＲＩ会長の

テーマ｢世界へのプレゼントになろう｣に繋がっていくようです。

そして、岡田ガバナーの最近の口癖は､例会は｢元気に明るく楽

しく適当に｣でございます｡どうやら、それがガバナーの真のお

気持ちのように思います。 

さて､ロータリークラブは例会時に国旗も掲げ歌もうたいま

す,何故なんでしょう？世の中には、色々な組織があります｡例

えば会社とか同好会等、具体的な目的をもってつくられるのが

組織でございます｡ロータリーという組織は､どちらかと言うと、

奉仕部門を中心として社会貢献という抽象的な目標をもとに皆 

が団結している組織だと思います｡その組織をまとめあげるに

はいくつかの方法があると思います。 

アメリカの小中学校では、朝、必ず国旗をあげて国歌を斉唱
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します。何故かと言いますと､ご存知のようにアメリカは多民族

国家であります｡アメリ人という人種はいません｡いわゆる色  々

な国から集まってきていて、勿論､価値観も違います｡その人た

ちが心を一つにして｢さあ、一日が始まるよ｣。彼らは､朝の始ま 

りは､この国旗のもとに､一緒になっているんだということを自

覚するわけです。 

次に色々なものをまとめるにはシンポルがいります｡抽象的

なものをまとめる一つのものがシンボルであり、ロータリーの

場合、そのシンボルがロータリーの旗であります｡あとは歌であ

ります｡歌をうたうことによって､人は感情が高ぶって共感を得

ます｡共感を得ることによって心が一つになります｡アメリカの

例にありますように、組織を一つにまとめるには､この旗と歌｡

これが非常に大切だと感じております｡後一つ、大事なものはス

ローガンであります｡ロータリーの場合、それは四つのテストで

あります｡クラブによっては､歌をうたってから四つのテストを

斉唱するクラブﾞがいくつかありますが､このお陰でクラブﾞが

まとまっていくのではないかと考えております。 

 そして｢ロータリーの使命とは､例会において会員を立派なロ

ータリアンに育てるということにあります｣ロータリーは寄付

団体ではない｡ロータリーは人造りであると剱田エレクトもお

っしゃっています｡週にー回の例会が､週に一度しかない例会に

変わった｡例会時間は一時間程度ですので過ごす時間は短いの

ですが､しばらく会えない会員がいれば寂しくなり、いつもと様

子が違えば心配になり、まるで家族のように大切に思い、家族

のように大切にしていただける｡ロータリアンとしてのさまざ

まな活動への参加を通じて心を豊かにできるということ。その

心の豊かさを自分の仕事に生かし､地域社会の豊かさに繋げて

いけるように固くて強い絆で結ばれたロータリーという輪の中

の一人にいたい。皆がいてほしいと思います。 

「最も奉仕するもの最も報われる」「入りて学び出でて奉仕せ

よ」等、ロータリーだけに使われる言葉も色々でございますが､

奉仕は義務ではなくロータリアンの心の欲求だと思います｡奉

仕はするという精神ほど､人間社会において尊いものはござい

ません。「世の中で一番尊いことは､人のために奉仕して､けっし 

て恩に着せないことです」と福澤諭吉先生の心訓の中にありま

す。これこそが、人間の生きる道として最高のものではないで

しょうか｡この崇高な精神をもって、このロータリーという輪を

広げていきたいと思っております｡それぞれのお立場で無理の

ない奉仕を実践していただければと思っております。 

 この一年間、濃飛グループガバナー補佐としての任務、その

道に対する私の才能ははなはだ無能でございますが、皆様方の

おカをいただいて務めてまいりたいと思います。勿論､不足がご

ざいましたら何なりとお教えをいただきたいと存じます｡社会

情勢は依然として先行き不透明、相変わらずの厳しさでござい 

ますが、皆様方のクラブだけは元気でいてほしいと思います｡又､

楽しい例会には笑顔が大事だと思います｡誰もが好み､誰の心に

も潤いを与えるものが笑顔だと思います｡笑いによって来るも

のは福だけではなくて､健康や元気もやってきます。笑顔こそ、

いつでもどこでも誰にでもあげられます｡どんなに小さなこと

にも心を動かす感受性があれば人生が明るくなり、微笑と友達

になれると思います。そして何よりも私の財産は、皆様方のク

ラブを通じて多くの人とお付き合いをさせていただいているこ

とでございます｡どうぞこの一年皆様と親しくお付き合いをさ

せていただき､この重任を全うしてまいりたいと思います｡何卒、

過分のおカ添えをお願い申し上げ､はなはだ無言でございます

が､ご挨拶とさせていただきます。 

十月十二日(月)(体育の日)アソシア高山リゾートにおいてＩ

Ｍを開催させていただきます。一人でも多くのご出席をお願い

いたします。 

クラブアッセンブリー 
社会奉仕・ヘルス委員長 

向井 公規 
 今年度の社会奉仕、ヘルス委

員会委員長をさせていただく事

となりました、向井公規です。 

メンバーは、副委員長に阪下六

代さん、委員に田近毅さん、垣

内秀文さん、西村直樹さんの 5 人で取り組みますのでよろしく

お願い致します。 

基本方針は、例年と大きな変化はございませんが、以下の2点

となります。 

・ロータリークラブと社会奉仕活動との関わりに付いて理解を 

深め実践する。 

・ロータリー会員の健康増進を図る。 

予算と活動計画は下記の通りとなります。 

１ 加入団体会費  

  高山市民憲章推進協議会に10,000円 

  高山市社会福祉協議会に5,000円 

２ ゲストスピーチは8月21日と来年3月25日の2回を予定

しております。 

会報等でも、「ロータリーには会員内に素晴らしい実績や活動

を残されている方が多数みえるので、会員の方の卓話も推奨さ

れているとのことで、8月21日には当クラブの門前庄次郎さん

に、「地域のまちづくりへの想い」というテーマでお話を頂くこ

とになりました。また3月25日は、健康をテーマにスピーチを

お願いする予定なのですが、スピーチだけではなく、ヘルスチ

ェックも交えようと思っておりますので、予算は30,000円でお

願いさせて頂きました。 

３ ソフトミニバレー大会 

  第64回、第65回にそれぞれ50,000円、大会への参加費と 

して12,000円、練習費として10,000円 

すでに動き出していますが、8月2日の第64回大会では1チ

ーム参加する事となります。 

以上よろしくお願いいたします。 

 

 

環境保全委員長 

長瀬 達三 
皆様こんにちは。今年度、

環境保全委員長を拝命いたし

ました長瀬です。最年少不良

会員ですがよろしくお願いし

ます。 

 委員会メンバーは、折茂先

生が副委員長で、・・・・あとはメンバーを紹介しました・・・ 

 当委員会の活動方針は、高山市が考える環境方針を深く理解

し、ロータリーとして環境活動に参画するです。 

 具体的な活動内容は、基本的に前年度と変わりはありません。 

3月18日に予定している担当例会では、高山市の環境政策部よ

り、しかるべき担当の方をお招きして、講師例会を行う予定で

す。現在、環境政策部と調整中です。 

 また、前年度は親睦委員会と合同で新緑例会時に環境活動を

実施いたしましたが、今年度も同様な活動方針です。こちらも、

現在委員会にて協議中です。 

以上よろしくお願いします。 

 

 

 



例 会 報 告  

世界へのプレゼントになろう 

 

青少年育成委員長 

大村 貴之 

 

 副委員長：井上正 委員：岡

田賛三、菱川正臣、杉山和弘 

主な活動は、 

1.高山あすなろ会・小中学校

木工コンクール協賛 20,000円 

 9月中旬に木工作品展が行われます。 

2.高山市スポーツ少年団に協賛 50,000円 

3.義務教育課程９ヵ年皆出席表彰 300,000円  

３月４日例会時に校長会代表の校長先生にお越しいただき、 

代理授与を行います。 

4.「キャリア教育を考える会」出前講座 ２月に日枝中学校 

１・２年生を対象に行います。たくさんの講師が必要と 

なりますので、ご協力をお願いします。 

5.ゲストスピーチ 10,000円 ３月４日例会時に校長会代表 

の校長先生にお越しいただき、講話をしていただきます。 

1年間宜しくお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜ニコニコボックス＞ 
●濃飛グループガバナー補佐    洲岬 孝雄 様 

この度濃飛グループガバナー補佐を拝命いたしました。至らぬ

ものですが宜しくお願いいたします。 

●古橋 直彦さん、遠藤 隆浩さん 
国際ロータリー第 2630 地区濃飛グループガバナー補佐 洲岬 

孝雄 様 ようこそお越し下さいました。一年間宜しくお願いい

たします。 

●伊藤 松寿さん､挾土 貞吉さん､新田 敬義さん､田近 毅さん､ 

平 義孝さん､鍋島 勝雄さん､門前 庄次郎さん､山下 明さん､ 

堺 和信さん 

今年度の濃飛グループガバナー補佐 洲岬 孝雄 様 の向こう

一年間のご活躍とご健勝を祈念して。 

 

 

●米澤 久二さん 

洲岬ガバナー補佐のご来訪を歓迎します。家内がいつもお世話

になりありがとうございます。今後家内ともどもご指導賜りま

すようお願いします。 

●小森 丈一さん 

①洲岬ＡＧのご訪来を歓迎いたします。 

②13日に高山中央ＲＣにメークアップ（メイキヤップとは言い 

 ません）に行って感心した点がいくつかありました。 

（イ）当日の出席率は91％で５週続けて90％を超えたとの事。 

5人以上休むと90％を切るので休まない様にと忠告有り。 

(ロ)会長かＳＡＡの配慮か分かりませんが、私の席の右側に剱 

田ＧＥ左側に前越会計長を配し、話し易い配列がなされ 

気配りを感じました。 

(ハ)当日はクラブアッセンブリーでしたが、始める前に会長 

からアッセンブリーの何たるかの説明が有り、入会された 

ばかりの人にも、良く理解されたのではないか、と思いま 

した。 

（ニ)もっとも感心させられたのは、出前講座は やりっぱな 

しでは無く、どう活かされたか？を来年３月、講座を開 

き見届けをすると発表があり、或る程と感心しました。 

少し長文になりましたが、参考になればと思い紹介をさせて頂 

きました。 

●下屋 勝比古さん 

①先日、ユニバーシアード大会にて我がボートチームは金２銅 

１と全て入賞の好成績でした。目立ちませんが私の力も少し 

ありました。 

②インターアクト飛騨地区研修会、会長幹事および洲岬様のご 

出席ありがとうございました。 

●杉山 和宏さん 

本日３回目の例会、まだまだ良く分かっておりませんが、皆様

から色々教えていただき感謝いたしております。改めて宜しく

お願いいたします。Ｐ．Ｓ．申し遅れましたが先日のゴルフ大

会、名誉あるホタル賞ありがとうございました。  

●中島 弘人さん 

地元でコーチの手伝いをしている長森中ハンドボール部が市大

会で優勝出来ました。何とか県大会まで行って欲しいものです。 

●田中 晶洋さん  

6月にオープンした医療ケア付き住宅すみれハイツで、先日入居 

者の方を看取る事がありました。普段坊主の仕事では人の亡く 

なった後ばかり見ていましたが、人が亡くなる前のドラマをま 

ざまざと見せられ、身が引き締まる思いがしました。 
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